
改正の概要

• ローカル５Ｇにおいて、定期検査等の一部を省略する場合、全国５Ｇ同様の監視制御機能及び保守運用
体制（２４時間３６５日）が求められる。

⇒ローカル５Ｇについて、「基地局の運用時間中の監視制御及び保守運用体制」を条件として、定期検査の
簡素化を可能とするための省令改正を行う。あわせて、自営等ＢＷＡについても改正の対象とする。

現状

改 正 後 改 正 前
（監視制御機能及び保守運用体制） （監視制御機能及び保守運用体制）

第百三十七条の二 設備規則第三条第一号に規定する携帯無線通信（同条第四号の五及び第四号
の七に規定するものに限る。）を行う基地局又は同条第十号に規定する広帯域移動無線アクセスシス
テム（同条第十二号及び第十二号の二に規定するもののうち、無線局根本基準第三条第二号の二
に規定する自営等広帯域移動無線アクセスシステム（次項において「自営等広帯域移動無線アクセス
システム」という。）以外のものに限る。）の基地局であつて、その空中線電力が一ワットを超えるものは、
その無線設備の機能を維持するため、次の各号に掲げる監視制御機能及び保守運用体制について、そ
れぞれに定める対策の下、運用するよう努めるものとする。
［一 略］
二 保守運用体制

(1) 二十四時間三百六十五日にわたる保守運用体制を整備すること。なお、保守の委託を行う場
合は、契約書等により保守作業の範囲及び責任の範囲を明確にすること。

［(2)~(4) 略］
２ 前項の規定は、自営等広帯域移動無線アクセスシステム又は設備規則第三条第十五号に規定する
ローカル５Ｇの基地局であつて、その空中線電力が一ワットを超えるものについて準用する。この場合に
おいて、同項第二号⑴中「二十四時間三百六十五日にわたる保守運用体制」とあるのは、「基地局の
運用時間中の保守運用体制」と読み替えるものとする。

第百三十七条の二 設備規則第三条第一号に規定する携帯無線通信（同条第四号の五及び第四号
の七に規定するものに限る。）を行う基地局、同条第十号に規定する広帯域移動無線アクセスシステム
（同条第十二号及び第十二号の二に規定するものに限る。）の基地局又は同条第十五号に規定す
るローカル５Ｇの基地局であつて、その空中線電力が一ワットを超えるものは、その無線設備の機能を維
持するため、次の各号に掲げる監視制御機能及び保守運用体制について、それぞれに定める対策の
下、運用するよう努めるものとする。

［同左］
二 保守運用体制

(1) ［同左］

［同左］
［新設］
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